


















































































m 多くの動物において， 個体の性は性染色体の構成だけでなく， 環境要因によっ

ても決定される。 大部分のカメ， すべてのワニ， 一部のトカゲなどの且呈旦で
F 

は， 受精後の卵がふ化するまでの温度（ふ卵温度）が性を決定する温度依存的性決

定がみられる。

オーストラリアに生息するアゴヒゲトカゲの一種は， 遺伝的性決定に加えて，

温度依存的性決定も行う。 zw 雌と zz 雄の交配で得られた卵を複数のふ卵温度

条件でふ化させ， 子の性別の表現型を調査した2つの研究の結果を合わせて図3

に示す。 図4には， zw 雌と zz 雄の交配で得られた卵に加え， 表現型が雌と

なった（性転換した） zz 雌と zz 雄の交配で得られた卵を複数のふ卵温度条件で

ふ化させ， 子の性別の表現型を調査した結果を示す。

図3

0: 2007年の zw雌と zz 雄の子

●:2015年の mv雌と zz 雄の子

実線：回帰曲線（統計的なデータ解析で得ら

れた横軸の変数に対する縦軸の予測値を表

す曲線）

注） ●のデータはふ卵期間中のふ卵器内の平

均温度でプロットされているため． ふ卵器

の設定温度（ふ卵温度）から少しずれてい

る。

図4

● :zw 雌と zz 雄の子のうちの zz 個体

D: ZZ雌と zz 雄の子

実線：回帰曲線

破線：データ範囲外の予想される回帰曲線

注）各データは図1●同様， ふ卵器の設定温

度から少しずれている。 統計的に性転換が

50 %の子に起こる温度は'zw雌由来の

子のうちの zz 個体で34, 7℃, zz雌由来

の子で33, 5℃であった。 なお， すべての

子は有性生殖で生まれ， かつ， すべての

zz 個体はW染色体をもっていない。

- 41 - ◇M2(890ー70)

PC3
テキストボックス



　　図3は著作権の関係上、
　　　 掲載できません。
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　　図4は著作権の関係上、
　　　 掲載できません。









［実験1】

図5

【実験2】

表l

処理 個体数 精巣 卵巣

26℃ 31 31 ゜

26℃, RNAi#l * 45 6 39 

26℃, RNAi#2** 56 11 45 

ml.O

● :26 ℃

0: 26℃からSt.16で32℃へ変更

■ :32 ℃

□ :32℃からSt.16で26℃へ変更

注）32℃のSt.16の発現量を1とした。

注） ＊ ： ＃1の塩基配列のshRNAを導入
** : #2の塩基配列のshRNAを導入

□ :26 ℃

■ :26 ℃ , RNAi#l

圃：26 ℃. RNAi#2

注）26℃のSt.18の発現量を1とした。

図6

J3験は

□:26℃

■ :32 ℃

圃：26 ℃ . RNAi#l（実験2と同じ）

注）抗Kdm6b抗体では26℃の結合量を， 抗メチル

化ヒストン抗体と抗ヒストン抗体で は26℃,

RNAi#lの結合量をそれぞれ1とした。 なお． 対照

抗体では相互作用はほとんど確認できなかった。
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　　　図5は著作権の関係上、
　　　　 掲載できません。
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　　　図6は著作権の関係上、
　　　 　掲載できません。
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　 図7は著作権の関係上、
　　 掲載できません。


















問6 霊長類の共通祖先は， 樹上生活を行い， 果実を主食としていたと考えられて

いる。 霊長類で餌の獲得に重要な役割を果たす色覚のタイプと嗅覚受容体遺伝

子の数を調べ， 系統樹と対応させた（図5)。 図5から読み取れること， 考えら

れることとして正しいものを， 次の①～®のうちから二つ選べ。ただし， 三色

型色覚のものは3種類の， 二色型は2種類の， 単色型は1種類の錐体細胞をも

ち， 混合型の雌は3種類もつものと2種類もつものがいて， 雄は2種類しかも

たない。 l� 

図5

注）系統樹の枝上の四角の中の数字は，それぞれの祖先種がもっていた嗅覚受容体遺
伝子の推定数を示す。また，系統樹の枝先の数字は，それぞれがもつ嗅覚受容体遺
伝子の数を示す。
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　　　　　　　　　　　　図5は著作権の関係上、
　　　 　　　　　　　　掲載できません。
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